
30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 講義・演習・実技

2 講義・演習・実技

3 講義・演習・実技

4 講義・演習・実技

5 講義・演習・実技

6 講義・演習・実技

7 講義・演習・実技

8 講義・演習・実技

9 講義・演習・実技

10 講義・演習・実技

11 講義・演習・実技

12 講義・演習・実技

13 講義・演習・実技

14 試験

15 講義

第６章・第７章復習問題

第８章復習問題

前期末試験　Wordでの文書作成テスト、Excelでの
様式作成テスト

数式を入力して計算することができる、関数を知る、
セルの書式を設定することができる

棒グラフや円グラフなどのグラフを作成することがで
きる、シートを印刷することができる

ワークシートの操作として、検索や置換、ウィンドウ
の分割、整列、枠の固定ができる

ワードアートやSmartArt、コメントを活用することがで
きる、課題作成

第７章復習問題

第８章・第９章復習問題

第１０章・第１１章復習問題

いろいろな関数を設定することができる

データベースの機能として、表の構成やデータの並
べ替え、フィルターを使うことができる、Excelの便利
な機能として、テーブルを追加したり、スパークライ
ン等を使うことができる

第９章復習問題

第１章復習問題

第２章・第３章復習問題

第４章・第５章復習問題

第６章復習問題

科目名
（英）

学科・ｺｰｽ

総時間
（単位）

Information Technology
必修
選択

必修 年次 担当教員 齋藤　基

( Information Technology ) 授業
形態

1

愛玩動物看護師科
通年講義・演習

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴

授業の学習内
容

・社会で求められるITスキルを習得します。エクセル・ワードは、ビジネスシーンで必須のスキルです。この授業では、
データ分析、資料作成、文書作成など、社会で必要となるITスキルを習得します。
・実践的なスキルを身につけます。単に操作方法を覚えるだけでなく、実際に課題に取り組むことで、実践的なスキルを
身につけることを重視します。
・論理的思考力と問題解決能力を養います。
エクセル・ワードを活用することで、データを分析し、課題を解決することができます。この授業を通して、論理的思考力
と問題解決能力を養います。

評価方法と基準
１）定期試験８０％：Word４０%（社外ビジネス文書が６０分以内で作成できるか評価）
　　　　　　　　　　　　Excel４０%（指定様式が６０分以内で作成できるか評価）
２）授業内評価２０％（授業時間内での課題の取り組みで評価）

IT企業にてシステム開発、就労継続支援事業所にて障害者サポート、その他法人向けIT講師、小学校プログラミング授業等

到達目標　
１０分間タイピング　４００字以上入力できる
社会で通用するように基本的なビジネス文書作成・各種様式作成が３０分程度で作成できる

　【使用教科書・教材・参考書】　 

株式会社滋慶出版　Word Office365&2021 COMPUTER BASIC for windows、Excel Office365&2021 COMPUTER BASIC for windows

PC基本操作、タイピング、Word基本操作

前期末試験の振り返り

第１章復習問題

準備学習　時間外学習 演習問題等で操作を復習する。

Wordまとめ　課題作成

第２章・第３章復習問題

Excelの基本操作、セルに入力ができる、範囲選択
ができる、ファイルを保存することができる

文書の効率の良い編集（文字列の削除、挿入、移動、コ
ピー、箇条書き、インデント、フォント、ヘッダーフッター、
ワードアート、画像の挿入、図形の作成など）ができる、基
本文書の作成練習
オブジェクト（画像、図形）を編集することができる、
表を活用（表の挿入、行・列の挿入と削除、高さと幅
の変更、セルの結合・分割など）した文書を作成する
ことができる
便利な機能として、検索と置換、校正、段落の設定、
タブとリーダー、ページ罫線等を使うことができる、
SmartArtグラフィックを活用した文書を作成すること
ができる
表紙や目次、見出し、テーマなどを設定することがで
きる

第４章・第５章復習問題

１０分タイピングテスト



60 開講区分

４ 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 試験

科目名
（英）

動物形態機能学Ⅰ
必修
選択

必須 年次 担当教員 小野裕之

( Animal Form Function Ⅰ ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

愛玩動物看護師科

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ

教員の略歴 岩手大学農学部共同獣医学科、連合大学院卒業後動物病院勤務を経て小野動物病院開業・獣医師

授業の学習内
容

動物の体のしくみを理解し、知識や行動につなげ、体の構造を理解する

到達目標　 この科目を受講して、学生が動物の体のしくみを理解し、飼育の知識と行動を行うことが出来るようにする

評価方法と基準 定期試験：80％　授業態度と参加度：20％

授業計画・内容

動物形態機能学総論 講義範囲を予習・復習する。

生物学の復習① 講義範囲を予習・復習する。

生物学の復習② 講義範囲を予習・復習する。

生物学の復習③ 講義範囲を予習・復習する。

動物の体の機能① 講義範囲を予習・復習する。

動物の体の機能② 講義範囲を予習・復習する。

循環器①　心臓 講義範囲を予習・復習する。

循環器②　心電図、心臓機能 講義範囲を予習・復習する。

循環器③　血管の種類、構造、機能、血圧 講義範囲を予習・復習する。

呼吸器①　呼吸器の成り立ちと構造 講義範囲を予習・復習する。

呼吸器②　外呼吸、内呼吸 講義範囲を予習・復習する。

呼吸器③　酸素の移動、二酸化炭素の運搬 講義範囲を予習・復習する。

　　

消化器①　消化器の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

消化器②　口腔期間と働き 講義範囲を予習・復習する。

試験、振り返り 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



60 開講区分

４ 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物形態機能学Ⅰ
必修
選択

必修 年次 担当教員 小野裕之

( Animal Form Function Ⅰ ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 岩手大学農学部共同獣医学科、連合大学院卒業後動物病院勤務を経て小野動物病院開業・獣医師

授業の学習内
容

動物の体のしくみを理解し、知識や行動につなげ、体の構造を理解する

到達目標　 この科目を受講して、学生が動物の体のしくみを理解し、飼育の知識と行動を行うことが出来るようにする

評価方法と基準 定期試験：80％　授業態度と参加度：20％

授業計画・内容

消化器③　胃・小腸・大腸の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

消化器④　膵臓・肝臓の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

内分泌①　内分泌の定義、ホルモンの特徴 講義範囲を予習・復習する。

内分泌②　分泌している器官、フィードバック
調節 講義範囲を予習・復習する。

内分泌③　ホルモンの作用と標的器官 講義範囲を予習・復習する。

内分泌④　内分泌臓器の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

泌尿器①　泌尿器系の成り立ちと構造 講義範囲を予習・復習する。

泌尿器②　腎臓の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

泌尿器③　クリアランス 講義範囲を予習・復習する。

泌尿器④　電解質バランス、酸・塩基平衡 講義範囲を予習・復習する。

感覚器①　眼・耳の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

感覚器②　体性感覚（皮膚感覚） 講義範囲を予習・復習する。

　　

感覚器③　特殊感覚（視覚、聴覚、平衡感
覚、臭覚、味覚） 講義範囲を予習・復習する。

試験 試験範囲を勉強する。

振り返り 試験後、見直す。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義 動物看護の本質を説明できる。

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験 評価試験

15 ／ 講義

　　

試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

動物看護師に求められる視点と能力を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

動物看護師の診療時における役割を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

動物看護師としての必要な知識を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

資格化に向けての動きと軌跡を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

動物看護師の職域と現状を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

欧米の動物看護師の職域との相違を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

日本国内の動物看護師の軌跡を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

歴史上にみる獣医療の歴史を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

日本国内の獣医療の歴史を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

動物看護の概念を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

講義範囲を予習・復習する。

「看護」の歴史と定義を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

動物看護の対象と目的を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内容 動物看護の歴史と定義や動物看護に関する基礎知識を理解することを目的としている。

到達目標　 動物看護学概論の知識を身につけることにより、動物看護師として業界で活躍する人材になることを目標としている。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業態度と参加度：20％

授業計画・内容

担当教員 髙山清次

(　Animal Nursing   ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1科目名
（英）

動物看護学概論
必修
選択

必修 年次



90 開講区分

6 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／

科目名
（英）

動物内科看護学
必修
選択

必修 年次 担当教員 鈴木　莉紗

(　Animal Internalmedicine Nursing   ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 動物系専門学校卒業後、2009年～動物病院に動物看護師として勤務後動物系専門学校専任教員

授業の学習内
容

内科診療の補助に必要な基礎知識を学び、身体検査、採決、投薬、輸液、輸血、画像診断に必要な
検査、所見の記録などについて理解する

到達目標　 健康管理や各検査の目的や意義を理解し、正確に行うことができる。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業内評価　20％

授業計画・内容

健康の保持と増進
健康診断の意義、健康診断の内容と目的

授業範囲の予習と復習

診察における愛玩動物看護師の役割、診察室の準備と
衛生管理、動物種ごとの適切な接し方

保定の基本的な原理、目的、方法、身体検査・アセスメ
ント項目

検査・処置に必要な技術（注射器の取扱い及び管理方
法、採血の目的と方法、採尿の目的と方法）

授業範囲の予習と復習

検査・処置に必要な技術（穿刺と吸引、カテーテル導尿） 授業範囲の予習と復習

検査・処置に必要な技術（各種カテーテル挿入、酸素吸
入、マイクロチップ挿入）

授業範囲の予習と復習

投薬に係る技術（薬の処方について、内服薬の使用法、
薬剤の注射法）

授業範囲の予習と復習

外用薬の使用法、薬浴の実施法、投薬前後の注意事項 授業範囲の予習と復習

採血・注射時の保定法、要因、採血・注射実施時の注意
点、トラブル発生の対処法

授業範囲の予習と復習

静脈注射と動脈注射、用意する器具、採血の手順、犬・
猫の採決部位と保定、採血手順

授業範囲の予習と復習

授業範囲の予習と復習

授業範囲の予習と復習

今までの演習内容を行う試験

振り返り 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

注射準備、皮下投与、筋肉内投与、皮内投与、静脈内
投与、留置針の留置、その他の投与方法

授業範囲の予習と復習

輸液の目的、適応とリスク、輸液製剤の準備（種類と調
合、目的別輸液製剤）、輸液製剤の決定

授業範囲の予習と復習

輸液で準備する者、留置針装着、輸液の準備（輸液セッ
ト、輸液ポンプなど）輸液中の管理、注意点

授業範囲の予習と復習



90 開講区分

6 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／

科目名
（英）

動物内科看護学
必修
選択

必修 年次 担当教員 鈴木　莉紗

(　Animal Internalmedicine Nursing   ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 動物系専門学校卒業後、2009年～動物病院に動物看護師として勤務後動物系専門学校専任教員

授業の学習内
容

内科診療の補助に必要な基礎知識を学び、身体検査、採決、投薬、輸液、輸血、画像診断に必要な
検査、所見の記録などについて理解する

到達目標　 健康管理や各検査の目的や意義を理解し、正確に行うことができる。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業内評価　20％

授業計画・内容

輸血療法の目的と現状、輸血計画とインフォームド・コン
セント、輸血用血液の確保と各種検査

授業範囲の予習と復習

輸血の準備（献血採血、血液分離、血液製剤の種類、輸血時の必要器
材、輸血量の計算・輸血速度の設定）、輸血中の看護 授業範囲の予習と復習

心電図検査とは、心電図検査の適応、心電図でわかること、わ
からないこと、基本的な理論、心電計の種類

授業範囲の予習と復習

心電図検査のための予備知識、心電図の読み方、心電
図の手順

授業範囲の予習と復習

血圧の基本的概念、血圧測定の適応、血圧の測定方
法、臨床現場で使用される血圧計

授業範囲の予習と復習

推奨される血圧測定の技術、再現性のある安定した測
定値を得るための確認事項、高血圧症と心疾患

授業範囲の予習と復習

X線検査撮影装置の種類、放射線に関する知識、放射
線防御、撮影のための予備知識

授業範囲の予習と復習

Ｘ線撮影にあたって、ポジショニングと保定、造影Ｘ線検
査、現像、CT検査、MRI検査

授業範囲の予習と復習

超音波検査の基礎、超音波診断装置とプローブ、超音
波の強さと表示画像、表示モード

授業範囲の予習と復習

検査の手順、準備、使用するプローブと検査時の保定、
基本的な臓器の正常像、検査後の片づけ

授業範囲の予習と復習

内視鏡に関する知識（歴史、種類、診断と治療に用いら
れ内視鏡）

授業範囲の予習と復習

消化器内視鏡の予備知識（特徴、検査の目的、麻酔、
絶食、適用、器具の取扱い）

授業範囲の予習と復習

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

内視鏡検査の手順（準備部、保定、内視鏡を挿入する
前に、挿入と検査の補助、検査後の片づけ）

授業範囲の予習と復習

試験 今までの演習内容を行う

振り返り 試験範囲を振り返り、理解を深める。



90 開講区分

6 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／

科目名
（英）

動物内科看護学
必修
選択

必修 年次 担当教員 鈴木　莉紗

(　Animal Internalmedicine Nursing   ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 動物系専門学校卒業後、2009年～動物病院に動物看護師として勤務後動物系専門学校専任教員

授業の学習内
容

内科診療の補助に必要な基礎知識を学び、身体検査、採決、投薬、輸液、輸血、画像診断に必要な
検査、所見の記録などについて理解する

到達目標　 健康管理や各検査の目的や意義を理解し、正確に行うことができる。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業内評価　20％

授業計画・内容

循環器系の検査（カルテスラの情報収集、問診、聴診、
触診）

授業範囲の予習と復習

循環器系の検査（心電図検査、血圧測定、胸部エックス
線検査、心臓超音波検査）

授業範囲の予習と復習

呼吸器系の検査（視診、聴診、問診、エックス線検査、内視鏡
検査、CT・MRI検査、超音波検査、その他）

授業範囲の予習と復習

口腔系の検査（口腔内全体・特定の疾患を評価するための検査）、消化
器系（食堂・胃・腸の検査、肝臓・胆嚢の検査、膵臓の検査） 授業範囲の予習と復習

腎泌尿器系の検査（身体検査、尿検査、血液検査、エックス線検査、超
音波検査）、内分泌系検査（視診、血液検査、画像検査、尿検査） 授業範囲の予習と復習

生殖器系の検査①（視診、触診、直腸検査、超音波検
査、血液検査、尿検査）

授業範囲の予習と復習

生殖器系の検査②（微生物検査、エックス線検査、内視鏡検査、精液検
査、膣スメア検査、病理組織学的検査） 授業範囲の予習と復習

運動器系検査（跛行の評価、整形外科的な触診、画像
診断、その他）

授業範囲の予習と復習

神経学的検査（脳神経の検査法、評価記録法） 授業範囲の予習と復習

眼の検査（視診、視覚検査、涙液量検査、眼圧検査、スリットラ
ンプ検査、眼底検査、生体染色検査、超音波検査）

授業範囲の予習と復習

皮膚と耳の検査（皮膚病変の観察、皮膚科検査、皮膚
糸状菌症の検査方法、外耳道の検査方法）

授業範囲の予習と復習

アレルギー・免疫系の検査（視診、血液検査、IgE検査、リンパ
球反応検査、除去食検査、クームス試験、抗核抗体検査）

授業範囲の予習と復習

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

血液・造血器の検査（視診、触診、血液検査、FNA検査、生検、
免疫染色、PCR検査、血液凝固検査、骨髄検査）

授業範囲の予習と復習

試験 今までの演習内容を行う

振り返り 試験範囲を振り返り、理解を深める。



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義・演習

4 ／ 講義・演習

5 ／ 講義・演習

6 ／ 講義・演習

7 ／ 講義・演習

8 ／ 講義・演習

9 ／ 講義・演習

10 ／ 講義・演習

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物医療コミュニケーション
必修
選択

必修 年次 担当教員 横山ゆい

(　Animal medical Communications　 ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

前期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 動物系専門学校卒業後動物看護師として臨床経験8年

授業の学習内
容

日常健康管理に関わる会虫教育や事前問診、入院動物の容態説明、院内における他スタッフとのコミュニケーショ
ンの基礎を学ぶ

到達目標　
これまでに学習した専門知識を活用し、健康維持・適性飼養の啓発と個人に応じたご家族教育・指導を通じて、ヒト
と動物のよりよい共生を目指し、示例を用いて説明できるようになる

評価方法と基準
定期試験　６０％
授業内評価４０％

授業計画・内容

クライアントエデュケーション概論を理解
することができる

授業範囲の予習と復習

家庭で行われる健康管理と医療現場で
行われる健康管理を理解することができ

授業範囲の予習と復習

しつけ・日常の健康チェックについて理解
し、説明することができる

授業範囲の予習と復習

人獣共通感染症について理解し、説明す
ることができる

授業範囲の予習と復習

狂犬病について理解し、説明することが
できる

授業範囲の予習と復習

犬・猫の混合ワクチンについて理解し、
説明することができる

授業範囲の予習と復習

犬糸状虫（フィラリア症）について理解し、
説明することができる

授業範囲の予習と復習

ノミ・マダニ予防について理解し、説明す
ることができる

授業範囲の予習と復習

不妊・去勢手術について理解し、説明す
ることができる

授業範囲の予習と復習

外来及び電話対応方法とクレームの対
処方法について理解し、説明することが

授業範囲の予習と復習

院内コミュニケーションの必要性につい
て理解し、説明することができる

授業範囲の予習と復習

院内マネジメント、スタッフのメンタルヘル
スについて理解し、説明することができる

授業範囲の予習と復習

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

グリーフケアの方法、展開について理解
し、説明することが出来る

授業範囲の予習と復習

試験

振り返り



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

人と動物の関係学
必修
選択

必修 年次 担当教員 横山昌美

( Study of Human-Animal Bond) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 動物系専門学校卒業後ドッグスクール勤務、動物病院勤務、愛玩動物看護師

授業の学習内
容

動物が人間社会で果たしている役割やその背景・歴史について学び、人と動物の関係をと心理学的及び社会学的
側面から、その実態、課題等を含め理解する。

到達目標　
この科目を受講した学生が、広い視野と柔軟な考え方を持ち、「人と動物のより良い関係」を築くことができる業界
人になることを目標としている。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

人と動物とのふれあい活動(CAPP)を理解す
る 講義範囲を予習・復習する。

人と動物とのふれあい活動(CAPP)を理解す
る 講義範囲を予習・復習する。

動物介在活動(AAA)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在活動(AAA)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在療法(AAT)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在療法(AAT)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在教育(AAE)を理解する 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

動物介在教育(AAE)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物介在教育(AAE)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

　　

人と動物との絆(HAB)を理解する 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



120 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義・実習

2 ／ 講義・実習

3 ／ 講義・実習

4 ／ 講義・実習

5 ／ 講義・実習

6 ／ 講義・実習

7 ／ 講義・実習

8 ／ 講義・実習

9 ／ 講義・実習

10 ／ 講義・実習

11 ／ 講義・実習

12 ／ 講義・実習

13 ／ 講義・実習

14 ／ 試験

15 ／

科目名
（英）

動物内科看護学実習
必修
選択

必修 年次 担当教員 鈴木　莉紗

( Animal Internal Medicine Nursing Practice   ) 授業
形態

実習
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 動物看護師専攻

教員の略歴 動物系専門学校卒業後、2009年～動物病院に動物看護師として勤務後動物系専門学校専任教員

授業の学習内
容

犬猫を中心に健康管理や予防法、主にみられる疾患について学ぶ。
各検査に必要な手技や機器の扱い方などを学ぶ。

到達目標　
犬猫の健康管理や予防法、主な疾患の症状、検査法、治療法を理解する。
各検査の目的や意義を理解し、正確に検査を行うことができる。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業内評価 　　20％

授業計画・内容

犬猫の健康管理について理解できる 授業範囲の予習と復習

狂犬病について理解できる

ワクチネーションプログラムについて理解で
きる

フィラリアについて理解できる 授業範囲の予習と復習

授業範囲の予習と復習

授業範囲の予習と復習

内部寄生虫について理解できる 授業範囲の予習と復習

内部寄生虫について理解できる 授業範囲の予習と復習

下痢について理解できる 授業範囲の予習と復習

嘔吐と吐出について理解できる 授業範囲の予習と復習

泌尿器系の疾患について理解できる 授業範囲の予習と復習

泌尿器系の疾患について理解できる 授業範囲の予習と復習

熱中症について理解できる 授業範囲の予習と復習

外部寄生虫について理解できる 授業範囲の予習と復習

歯周病について理解できる 授業範囲の予習と復習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

試験

振り返り

準備学習　時間外学習



120 開講区分

（4） 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義・実習

2 ／ 講義・実習

3 ／ 講義・実習

4 ／ 講義・実習

5 ／ 講義・実習

6 ／ 講義・実習

7 ／ 講義・実習

8 ／ 講義・実習

9 ／ 講義・実習

10 ／ 講義・実習

11 ／ 講義・実習

12 ／ 講義・実習

13 ／ 講義・実習

14 ／ 試験

15 ／ 演習

科目名
（英）

動物内科看護学実習
必修
選択

必修 年次 担当教員 鈴木　莉紗

( Animal Internal Medicine Nursing Practice   ) 授業
形態

実習
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 動物看護師専攻

教員の略歴 動物系専門学校卒業後、2009年～動物病院に動物看護師として勤務後動物系専門学校専任教員

授業の学習内
容

犬や猫の日常的な健康管理や内科診療の補助に必要な手技など、動物内科看護学で学んだ知識の
実践力を習得する。

到達目標　

動物の基本的な扱いができる。
身体検査ができる。
診療補助ができる。
輸液・輸血に係る業務ができる。

評価方法と基準
定期試験　80％
授業内評価 　　20％

授業計画・内容

動物の基本的な扱い。ハンドリング、散歩・運動、飼育
環境の整備

授業範囲の予習と復習

全身チェック、バイタルチェックを行うことができる

全身チェック、バイタルチェックを行うことができる、歯磨
きを行うことができる

診療補助：診察準備や診察室の衛生管理 授業範囲の予習と復習

診察補助：動物種による適切な保定法の確認と実践 授業範囲の予習と復習

聴診器や体温計、注射器を適切に取り扱うことができる 授業範囲の予習と復習

採血・採尿の手順を学ぶ。 授業範囲の予習と復習

採血・採尿の手順を学ぶ。 授業範囲の予習と復習

薬剤の取扱い、経口投与・注射の手順を習得する。 授業範囲の予習と復習

輸液の意味、必要性、輸液剤の種類 授業範囲の予習と復習

　　　

授業範囲の予習と復習

授業範囲の予習と復習

今までの演習内容を行う試験

振り返り 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

留岡針設置の手順を修得し、準備・補助 授業範囲の予習と復習

輸液ポンプ、シリンジポンプ、輸液ルートの準備、手順 授業範囲の予習と復習

針のゲージ、種類の確認と輸液・輸血中の動物の管理 授業範囲の予習と復習



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

同伴避難について理解する 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

安楽死について定義を理解する 講義範囲を予習・復習する。

生命倫理について意味、４原則について知る 講義範囲を予習・復習する。

飼育動物の災害時の対応について理解する 講義範囲を予習・復習する。

5つの自由の実践を考える 講義範囲を予習・復習する。

実験動物の福祉　3つのRの成り立ちと定義を
理解する 講義範囲を予習・復習する。

3つのRの実践を考える 講義範囲を予習・復習する。

日本における動物福祉の考え方を知る 講義範囲を予習・復習する。

動物愛護管理法の意味、目的、概要を理解
する 講義範囲を予習・復習する。

産業動物の福祉　5つの自由の成り立ちと定
義を理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物福祉と愛護の違いを理解する 講義範囲を予習・復習する。

動物福祉の概念、歴史を理解する 講義範囲を予習・復習する。

西欧と日本における動物福祉の変遷を理解
する 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 動物看護師専攻

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

動物愛護や動物福祉（アニマルウェルフェア）、およびその基礎となる生命倫理の考えかたについて学ぶ

到達目標　
動物愛護や動物福祉（アニマルウェルフェア）を理解し、動物看護師として業界で活躍する人材になることを目標と
している。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

担当教員 高山清次

(Bioethics/Animal welfare) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

2科目名
（英）

生命倫理・動物福祉
必修
選択

必修 年次



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物形態機能学Ⅱ
必修
選択

必修 年次 担当教員 丸山淳雄

( Animal Form Function Ⅱ ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

2

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 仙台市で動物病院の院長として３０年間、犬と猫の治療をしてきた獣医師　

授業の学習内
容

動物の体のしくみを理解し、知識や行動につなげ、体の構造を理解する

到達目標　 この科目を受講して、学生が動物の体のしくみを理解し、飼育の知識と行動を行うことが出来るようにする

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

神経①　神経の成り立ちと構造 講義範囲を予習・復習する。

神経②　ニューロン、シナプス伝達、中枢神
経 講義範囲を予習・復習する。

神経③　大脳、小脳、脳幹 講義範囲を予習・復習する。

神経④　脊椎の構造と機能、体性神経 講義範囲を予習・復習する。

神経⑤　自律神経の構成と機能 講義範囲を予習・復習する。

運動器①　骨格系の成り立ちと構造、機能 講義範囲を予習・復習する。

運動器②　軸骨格（頭骨、椎骨、肋骨、胸骨） 講義範囲を予習・復習する。

運動器③　付属肢骨格、内臓骨格 講義範囲を予習・復習する。

運動器④　関節の構造と働き 講義範囲を予習・復習する。

運動器⑤　骨格筋の構造と収縮機序 講義範囲を予習・復習する。

皮膚①　皮膚の組織構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

皮膚②　皮膚の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

皮膚③　付属器の構造と機能 講義範囲を予習・復習する。

試験 試験範囲を勉強する。

振り返り 試験後、見直す。



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 試験

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物形態機能学Ⅱ
必修
選択

必修 年次 担当教員 丸山淳雄

( Animal Form Function Ⅱ ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

2

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 愛玩動物看護師科

教員の略歴 仙台市で動物病院の院長として３０年間、犬と猫の治療をしてきた獣医師　

授業の学習内
容

動物の体のしくみを理解し、知識や行動につなげ、体の構造を理解する

到達目標　 この科目を受講して、学生が動物の体のしくみを理解し、飼育の知識と行動を行うことが出来るようにする

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

血液①　骨髄と血液の関連、血液の成り立ち
と機能 講義範囲を予習・復習する。

血液②　血球成分と血漿成分、赤血球の構
造と機能 講義範囲を予習・復習する。

血液③　白血球の構造と機能、血小板機能と
血液凝固機序及び線維素溶解 講義範囲を予習・復習する。

生体の防御機構①　自然免疫 講義範囲を予習・復習する。

生体の防御機構②　獲得免疫 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝①　歯の分類と数、舌の
形と働き、咽頭と嚥下 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝②　胃・腸の働き 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝③　炭水化物・タンパク
質・脂肪の消化と吸収 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝④　代謝総論 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝⑤　三大栄養素の分子
のしくみ 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝⑥　代謝経路 講義範囲を予習・復習する。

消化吸収と栄養代謝⑦　ビタミン・ミネラル 講義範囲を予習・復習する。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　

まとめ 講義範囲を予習・復習する。

試験 試験範囲を勉強する。

振り返り 試験後、見直す。


